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本研究は、環境省「平成29年度 低炭素型の行動変容を促す情報発信（ナッジ）による家庭等の自発的対策推進事業」の省エネ
教育プログラム開発の予備調査として、東京ガス（株）と東京家政大学の共同研究として実施したものである。



研究目的

★実際の各家庭での電気、ガス、水道使用量の変化（定量評価）

★意識及び行動の変化（定性評価）

2

我々の研究から、調理体験（エコクッキング）を伴う省エネ教育を行うことで
調理時のエネルギー・水使用量、及びごみ廃棄量の削減効果ならびに、
意識及び行動変容効果が得られることを明らかにしている。

行動科学の知見を盛り込み開発した

5回分の省エネ教育プログラムを実施

CO2削減につながるのかどうかを検討



方 法
1）調査対象者

Ｔ大学3年生の、省エネ教育対象者67名(介入群)と非対象者57名(非介入群)

を設定した。

2）調査期間及び場所

調査期間: 2017年度授業実施期間の4月～5月とした。

調査場所: 大学内の講義室及び調理実験室を使用した。

3）調査手順及び内容

・介入群の省エネ教育は、5週間の連続した50分授業を5回実施し、毎回

電気・ガス・水道のメーターの読み取りと省エネ行動（16項目）の実践状況を

記録させた。

・非介入群は介入群と同時期に電気・ガス・水道のメーターの読み取りのみを

行った。
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1回目～事前学習～

「電気、ガス、水道のメーターは家のどこに

あるのかな？」
【学習のねらい】

・家の中で様々なエネルギーを使用していることに気付く。

・電気、ガス、水道の使用量は各住戸のメーターで計測されていることを知る。

・電気、ガス、水道メーターの数値を読み取り、記録する。
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2回目～ベース学習～

「地球環境問題と省エネルギーの関係とは？」
使用しているエネルギーの種類と使用量や使用用途について理解する。

エネルギーが家の中でどこから来るのか理解し、エネルギー資源の限界を知る。

地球温暖化問題について理解し、自分たちの生活の中でできることをまとめる こ
とができる。



省エネ博士からの挑戦状
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分
類

省エネ行動

機
器
の
設
定

台所の給湯温度設定を一番低く！（32℃～37℃がめやす）

お風呂の設定温度を下げる！（40℃がめやす）

シャワーの設定温度を下げる！（40℃がめやす）

洗濯機をエコ／節水モードにする！（洗い時間とすすぎ回数を減らす）

使わないときは電源プラグを抜 く！（炊飯器、パソコン、充電式掃除機など）

冷蔵庫の設定を中や弱にする！

テレビの設定を省エネモードに！（明るさを調整する）

夏は室温28℃、冬は20℃がめやす！

毎
日
の
行
動

使っていない場所の照明を消す！

テレビを見ていないときは消す！

トイレの大小レバーを使い分ける！

トイレのふたをする！（暖房便座・温水洗浄便座など）

シャワーを使う時間を5分以内に！

お風呂のふたはこまめに閉める！

お湯は必要な量だけ沸 かす！

鍋にふたをする！



3回目～ナッジ学習～

「自分ができる省エネ行動ってなんだろう？」
・家の中でもったいないエネルギーの使い方をしていないかどうか気付く。

・どのような使い方が省エネルギーにつながるのかを仕組みと合わせて理解する。

・省エネ行動を家庭や学校で実践する。

7

ナッジシール



4回目～体験学習～

「持続可能な社会のために自分たちができること
は何だろう？」
・食生活とエネルギーの関係や食生活の中でも省エネに取り組めることに気付く。

・「買い物」「調理」「片付け」における環境に配慮した行動を理解する。

・「フライパンでエコカレー」の調理を通して、省エネ行動を実践し、その効果を

確認する。変容につなげる。
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5回目～まとめ学習～

「持続可能な社会に向けて発信できることは？」
・4 時間の授業を振り返り、家庭のガス・電気・水の使用量の変化からその要因を
分析する。

・これからの住まいの在り方や省エネ技術について理解を深める。

・作成した新聞を発表し、他者との情報を共有化し、できていない項目に関し行動
プランの見直しを行う。
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結 果

※以下、結果については非公開


